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ごみ処理の概要説明

～八尾市清掃事業18より～
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可燃
（週２回）

大阪市
環境局
八尾工場
（焼却）

ストックヤード
（仕分け）

公共施設
（拠点回収）

指定引取場所

スチール

アルミ缶
ガラス

大阪湾広域臨海
環境整備センター
（ﾌｪﾆｯｸｽ）
（埋立処分）

焼
却
残
渣

自治会等
（有価物集団回収）

販売店等
（店舗回収）

資源
（月２回）

複雑
（月１回）

粗大
（電話申込）

埋立
（月１回）

ペットボトル

二次電池

リサイクル家電

トレイ

紙パック

古新聞
古布等

再生資源業者

行政回収（電話申込）
リサイクル家電

ペットボトル
減容機

一 般 廃 棄 物
最終処分場（埋立）

分別収集とリサイクルのながれ分別収集とリサイクルのながれ

廃棄物処理センター

リサイクルプラザ
（磁選別）
（手選別）

廃棄物破砕工場
（破 砕）

（磁選別）

スチール缶

二次電池

再生資源業者

再生資源業者

破
砕
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埋立ごみ
（月１回）

八 尾 市 一 般 棄 物 最 終 処 分 場

（埋 立 処 分）

可燃ごみ
（週２回）

大阪湾広域臨海
環境整備センター
（ﾌｪﾆｯｸｽ）
（埋立処分）

大阪市
環境局
八尾工場
（焼却）

焼
却
残
渣

八尾市運搬 大阪市運搬
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大阪市
環境局
八尾工場
（焼却）

スチール

アルミ缶
無色ガラス
茶色ガラス

その他の色のガラス

大阪湾広域臨海
環境整備センター
（ﾌｪﾆｯｸｽ）
（埋立処分）

焼
却
残
渣資源ごみ

（月２回）

複雑ごみ
（月１回）

粗大ごみ
（電話申込）

廃棄物処理センター

リサイクルプラザ
（磁選別）
（手選別）

廃棄物破砕工場
（破 砕）
（磁選別）

スチール缶

再生資源業者

処
理
残
渣
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年度別収集量の推移
(単位:t)

可燃 粗大 臨時・不法 不燃 資源 複雑 埋立 合計

4 64,542 4,232 647 5,568 0 0 0 74,989 － 6,184 81,173

5 63,133 4,957 641 6,025 0 0 0 74,756 － 5,543 80,299

6 62,543 5,159 556 6,509 0 0 0 74,767 － 6,158 80,925

7 63,392 4,594 450 6,428 0 0 0 74,864 － 5,891 80,755

8 58,965 5,155 551 3,562 1,761 373 357 70,724 － 3,985 74,709

9 55,294 4,895 530 － 4,076 991 919 66,705 － 4,047 70,752

10 56,200 4,932 546 － 4,045 996 1,000 67,719 － 6,412 74,131

11 57,972 4,897 585 － 3,730 1,016 1,027 69,227 － 11,058 80,285

12 57,820 7,351 636 － 3,515 1,049 993 71,364 － 15,373 86,737

13 58,383 1,250 850 － 3,494 1,272 1,143 66,392 － 19,610 86,002

14 58,432 1,686 665 － 3,263 1,370 1,076 66,493 － 23,773 90,267

15 58,836 1,888 833 － 3,172 1,440 1,138 67,306 － 27,508 94,814

16 57,466 1,954 814 － 2,973 1,434 1,120 65,762 － 32,095 97,856

17 57,147 2,099 694 － 2,872 1,428 1,127 65,367 － 34,804 100,170

18 56,661 2,081 855 － 2,795 1,358 1,181 64,932 21,004 9,878 95,814

※端数処理の都合上、収集量と持込量の計が総処理量と合わないことがあります。

年度 直接持込 総収集量
市収集 許可業者

搬入
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年度別収集量の推移（グラフ）
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年度別焼却工場搬入量
(単位:t)

市民搬入 官公庁搬入

4 64,072 ― 308 329 9,321 74,030

5 62,758 ― 641 322 10,300 74,021

6 62,196 ― 587 386 11,067 74,236

7 63,423 ― 719 391 11,420 75,953

8 58,965 ― 1,095 407 11,601 72,068

9 55,295 ― 1,584 433 9,868 67,180

10 56,377 ― 3,941 516 10,093 70,927

11 58,193 ― 8,399 530 9,908 77,030

12 58,058 ― 12,410 522 11,502 82,492

13 58,621 ― 16,981 486 6,469 82,557

14 58,689 ― 20,408 505 6,733 86,336

15 59,132 ― 23,227 1,000 7,350 90,709

16 57,754 ― 27,894 1,134 7,444 94,226

17 57,441 ― 30,528 1,213 7,174 96,356

18 57,119 21,004 6,675 1,031 6,091 91,920

※端数処理の都合上、各項目の合計と総搬入量が合わないことがあります。

総搬入量年度 市収集
直接搬入

破砕残渣
許可業者
搬入
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年度別焼却工場搬入量（グラフ）
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年度別 市民１人・１世帯の１日あたりの総収集量

人口 世帯数 処理量 1人処理量 対前年比 世帯処理量 対前年比

(人) (世帯) (t) (g/日) (%) (g/日) (%)

4 277,316 97,211 81,173 800 99.4 2,281 98.3

5 276,842 98,198 80,299 795 99.4 2,240 98.2

6 277,231 99,648 80,925 800 100.6 2,225 99.3

7 277,402 100,965 80,755 798 99.7 2,191 98.5

8 277,051 102,225 74,709 737 92.4 1,997 91.1

9 276,940 103,652 70,752 700 95.0 1,870 93.7

10 277,110 105,317 74,131 733 104.7 1,928 103.1

11 276,379 106,508 80,285 796 108.6 2,065 107.1

12 275,676 107,576 86,737 862 108.3 2,209 107.0

13 275,639 109,047 86,002 855 99.2 2,161 97.8

14 274,985 109,971 90,267 899 105.2 2,249 104.1

15 274,448 111,139 94,814 944 105.0 2,331 103.7

16 274,169 112,330 97,856 978 103.6 2,387 102.0

17 274,119 113,635 100,170 1,001 102.4 2,415 101.0

18 273,883 114,898 95,814 958 95.7 2,285 95.0

年度
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年度別 市民１人・１世帯の１日あたりの総収集量（グラフ）
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年度別資源化量
(単位:t)

4 9,849 3,418 13,267
5 10,272 3,391 13,663
6 10,908 3,658 14,566
7 11,357 3,655 15,012
8 12,665 3,978 16,643
9 14,307 4,059 18,366
10 15,195 3,856 19,051
11 15,332 3,550 18,882
12 16,094 3,661 19,755
13 16,103 3,165 19,268
14 15,853 3,106 18,959
15 15,879 3,021 18,900
16 15,525 3,006 18,531
17 15,432 2,983 18,415
18 15,372 2,813 18,185

＊集団回収量：子供会や町会等で回収した新聞、雑誌、古布等の量
＊資源回収量：市で収集した資源、複雑、粗大等から回収した資源物の量

年度
合計

資源化量
資源回収量集団回収量
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年度別資源化量（グラフ）
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年度別 有価物集団回収 実施団体数・回収量

年度 団体数 古紙類(t) 古布(t) 金属類(t) 合計(t) 前年比(%)
4 334 9,361 384 104 9,849 100.5
5 335 9,795 395 82 10,272 104.3
6 337 10,454 417 37 10,908 106.2
7 359 10,900 427 30 11,357 104.1
8 390 12,060 547 58 12,665 111.5
9 400 13,625 559 123 14,307 113.0
10 407 14,440 627 128 15,195 106.2
11 410 14,606 592 134 15,332 100.9
12 424 15,249 677 168 16,094 105.0
13 437 15,320 642 141 16,103 100.1
14 445 15,108 608 137 15,853 98.4
15 446 15,126 609 144 15,879 100.2
16 452 14,771 617 137 15,525 97.8
17 460 14,609 617 206 15,432 99.4
18 459 14,541 629 202 15,372 99.6
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年度別 有価物集団回収 実施団体数・回収量（グラフ）
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まとめまとめ
平成８年１０月の５種分別指定袋制の実施以後、可燃平成８年１０月の５種分別指定袋制の実施以後、可燃
ごみはほぼ横ばい傾向となっている。また、粗大ごみごみはほぼ横ばい傾向となっている。また、粗大ごみ
は１２年度まで増加しているものの、１３年度の電話申は１２年度まで増加しているものの、１３年度の電話申
込制度実施以後減少に転じている。なお、市収集量込制度実施以後減少に転じている。なお、市収集量
合計は９年度から１２年度まで微増、以降横ばい傾向合計は９年度から１２年度まで微増、以降横ばい傾向
となっている。となっている。

資源化量は、平成１２年度以降微減傾向である。資源化量は、平成１２年度以降微減傾向である。

平成１８年度から事業系一般廃棄物（可燃ごみ）の収平成１８年度から事業系一般廃棄物（可燃ごみ）の収
集運搬業の許可制度を導入したことに伴い、平成８年集運搬業の許可制度を導入したことに伴い、平成８年
度以降増加傾向にあった直接持込量（主に事業系ご度以降増加傾向にあった直接持込量（主に事業系ご
み）はみ）は、、平成１８年度において減少した。平成１８年度において減少した。


